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真に民主的な労働運動を
不断に追求し、働く者と
家族の幸せ、JR産業の持
続的発展を実現しよう！

JR連合

JR連合

定
な
ど
に
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
か
も
合
わ
せ
て
意
見
交

換
を
し
た
。

〈
安
全
対
策
委
員
会
〉

　

８
月
７
日
に
開
催
。
冒
頭
、

丁
寧
に
意
思
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
９
月
に
実
施
す
る

「
第
26
回
賃
金
実
態
調
査
」
の

具
体
的
な
取
り
組
み
方
法
や
留

意
点
に
つ
い
て
共
有
し
、
２
０

２
０
春
季
生
活
闘
争
方
針
の
策

〈
労
働
政
策
委
員
会
〉

　

８
月
５
日
に
開
催
。
第
28
回

定
期
大
会
で
承
認
さ
れ
た
「
中

期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン（
２
０

１
９
〜
２
０
２
３
）」で
、
Ｊ
Ｒ

最
近
発
生
し
た
重
大
事
故
・
重

大
労
災
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

共
有
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
各

単
組
で
実
施
し
て
い
る
事
故
防

止
・
労
災
防
止
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
水

平
展
開
を
図
っ
た
。

　

主
な
議
題
と
し
て
は
、
「
第

11
回
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に

つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
多

岐
に
亘
る
業
種
・
業
態
へ
の
広

が
り
を
意
識
す
れ
ば
、
安
全
で

信
頼
さ
れ
、
利
用
さ
れ
続
け
る

産
業
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い

く
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ

職
場
に
お
い
て
安
全
の
意
識
を

高
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
職
場

レ
ベ
ル
で
の
安
全
意
識
高
揚
に

資
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

内
容
と
す
べ
き
か
、
委
員
間
で

真
摯
な
議
論
を
行
っ
た
。

〈
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会
〉

　

８
月
８
日
に
開
催
。
世
界
に

お
い
て
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
「
仕
事
の

世
界
に
お
け
る
暴
力
と
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
に
関
す
る
条
約
お
よ

び
勧
告
が
採
択
さ
れ
、
国
内
に

お
い
て
も
女
性
活
躍
の
た
め
の

法
整
備
や
重
点
方
針
が
示
さ
れ

る
な
か
、
Ｊ
Ｒ
連
合
第
３
次
男

女
平
等
参
画
行
動
計
画
の
達
成

に
む
け
た
取
り
組
み
や
、
女
性

活
躍
推
進
に
む
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
女
性
役
員
の
育
成
に

む
け
、
女
性
役
員
意
見
交
換
会

の
継
続
実
施
や
、
連
合
や
交
運

労
協
の
女
性
集
会
の
活
用
を
確

認
し
た
。

〈
組
織
戦
略
会
議
〉

　

８
月
22
日
に
開
催
。
北
労
組

で
続
く
組
織
拡
大
や
貨
物
鉄
産

労
に
お
け
る
組
織
拡
大
な
ど
の

情
勢
の
確
認
や
、
各
単
組
か
ら

の
経
過
報
告
の
後
、
今
後
の
組

織
強
化
・
拡
大
に
む
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

民
主
化
闘
争
完
遂
に
む
け
た
取

り
組
み
と
と
も
に
、Ｊ
Ｒ
連
合

へ
の
〝
総
結
集
〞
に
む
け
た
情

報
発
信
や
関
係
団
体
へ
の
働
き

か
け
な
ど
、
幅
広
く
取
り
組
ん

で
い
く
決
意
を
確
認
し
た
。

〈
教
育
・
広
報
担
当
者
会
議
〉

　

８
月
26
日
に
開
催
。
定
期
的

に
発
行
し
て
い
る
機
関
紙
「
Ｊ

Ｒ
連
合
」
や
機
関
誌
「
て
る
み

に
」
で
扱
う
題
材
に
つ
い
て
調

整
を
行
う
と
と
も
に
、
青
年
女

各
単
組
の
状
況
を
報
告
し
合
い

な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
広
報

活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

全
員
で
世
界
平
和
へ
の
祈
り
を

込
め
て
黙
祷
し
た
。

■　

ナ
ガ
サ
キ

　

８
日
、
連
合
は
「
被
爆
74
年

連
合
２
０
１
９
平
和
ナ
ガ
サ
キ

集
会
」
を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
中
村
鉄
平
交
通
政
策
部
長

と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
・

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
・
Ｊ
Ｒ
九

州
労
組
の
組
合
員
ら
35
人
が
参

加
し
た
。

　

冒
頭
主
催
者
を
代
表
し
て
神

津
里
季
生
連
合
会
長
が
挨
拶
に

立
ち
、
恒
久
平
和
を
求
め
つ
つ

も
、
核
兵
器
を
巡
る
世
界
情
勢

な
ど
に
触
れ
、
「
平
和
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
い
る
と
感
じ
る
」
と

憂
え
た
。
来
賓
挨
拶
の
後
、
ナ

ガ
サ
キ
・
ユ
ー
ス
代
表
団
や
高

校
生
平
和
大
使
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、
平
和

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
採
択
さ
れ
た
。

さ
ら
に
集
会
後
は
「
２
０
２
０

年
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ

Ｔ
）
再
検
討
会
議
に
向
け
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
行
わ
れ
た
。

　

翌
９
日
は
「
長
崎
原
爆
犠
牲

者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
」
に
参

列
し
、
午
後
か
ら
は
連
合
主
催

の
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
、

平
和
の
尊
さ
を
あ
ら
た
め
て
確

か
め
合
っ
た
。

（上）広島原爆ドーム前に （下）ナガサキ集会会場前にて

２０１９年度教育・広報担当者会議【８月26日】

〈第11回 安全シンポジウム〉
　ＪＲ連合は安全確立を運動の最重要課題と位置付
け、「安全指針」や「重大労災防止の行動指針」の
具現化にむけ、すべてのＪＲ職場で働く仲間の安全
を追求すべく、下記の要領でＪＲ連合「第11回安全
シンポジウム」を開催する。

⑴日　時　　2019年10月16日（水）13時～17時
⑵場　所　　レクザムホール小ホール（香川県）
⑶テーマ　　「すべてのＪＲ職場の安全確立にむけて」
　　　　　　～ＪＲで働く仲間の労働災害を撲滅す    
　　　　　　　　　べく取り組みを推進しよう！～
⑷内　容　　基調講演
　　　　　　取組報告【エリア連合における安全
　　　　　　　　　　　ディスカッションについて】
　　　　　　パネルディスカッション
　　　　　　ＪＲ連合からの提起

第26回賃金実態調査を実施します
　ＪＲ連合は、「中期労働政策ビジョン（２０１９～
２０２３）」で設定した賃金目標や世間水準等との比
較・検証を行い、２０２０春季生活闘争方針の策定
をはじめとした労働政策議論に反映すべく、第26回
賃金実態等調査を実施します
　基本賃金の向上ならびに諸制度改善を図るべく、
全組合員の協力をお願いします。

対象：全組合員（出向以外の休職者、および契約・
　　　パート社員、賃金がバス会社基準で支払われ
　　　ている出向者・プロパー社員組合員は含みま
　　　せん。ＪＲ西労組・ＪＲ九州労組は別途)

９月支給分の給料明細にて実施
バス関係労働者は、10月に調査を予定します。
各単組・組合員の皆さんのご協力をお願いします。

北海道の地で加入続く！

ＪＲ北労組
　８月１日、今年４月にＪＲ北海道に入社したばか
りの22歳の青年が、自由で民主的なＪＲ連合・ＪＲ
北労組の存在を知り、自らの意志でＪＲ北労組に加
入した。
　また、８月６日にはジェイアール北海道バスで働
く仲間が、ＪＲ北労組への加入を選択した。多くの
社員が北鉄労に不信・不満を感じているなか、勇気
ある決断を下した。
　既報の通り、７月にはＪＲ北労組苗穂工場支部で
２人の青年の組織加入があった。いずれも北労組の
世話役活動によって加入を決断したものであり、加
入された皆さんを心より歓迎する。

ＪＲ連合の真に民主的な労働運動を通じて
ＪＲ産業の持続的な発展を遂げるべく
ＪＲ連合への〝総結集〟を果たそう

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
年
度
初
の
各
機
関
会
議
を
Ｊ
Ｒ
連
合
会
議
室
に
て
開
催
し
、
本
格
的
な
活
動

を
開
始
し
た
。
専
従
役
員
が
全
員
Ｊ
Ｒ
採
用
と
な
っ
た
新
体
制
で
、
民
主
化
闘
争
を
含
め
た
Ｊ

Ｒ
連
合
へ
の
〝
総
結
集
〞
を
め
ざ
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
で
働
く
労
働
者
の

代
表
と
し
て
、
交
通
運
輸
産
業
の
中
核
的
産
別
と
し
て
、
社
会
や
地
域
の
創
生
の
担
い
手
と
し

て
、Ｊ
Ｒ
経
営
陣
や
社
会
か
ら
の
信
任
を
得
て
、
新
た
な
時
代
を
主
体
的
に
切
り
拓
い
て
い
く
。

そ
の
想
い
を
各
機
関
会
議
で
確
認
し
た
。

性
委
員
会

役
員
を
対

象
と
し
た

研
修
会
の

内
容
に
つ

い
て
協
議

を
し
た
。

　

ま
た
、

ホ
ー
ムペー

ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用

し
た
情
報

発
信
方
法

に
つ
い
て
、

総
勢
51
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
や
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
で

は
、
戦
争
の
歴
史
や
惨
状
、
被

爆
者
の
証
言
と
と
も
に
、
若
い

世
代
の
代
表
と
し
て
登
壇
し
た

高
校
生
平
和
大
使
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
耳
を
傾
け
、
恒
久
平
和
に

む
け
た
想
い
を
馳
せ
た
。

　

翌
６
日
に
は
、
「
広
島
市
原

爆
死
没
者
慰
霊
式
・
平
和
祈
念

式
典
」
に
も
参
加
し
、
原
爆
が

投
下
さ
れ
た
８
時
15
分
に
は
平

和
の
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
、
参
加
者

■　

ヒ
ロ
シ
マ

　

５
日
は
、
連
合
主
催
の
「
被

爆
74
年
連
合
２
０
１
９
平
和
ヒ

ロ
シ
マ
集
会
」
お
よ
び
ピ
ー
ス

ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ

連
合
か
ら
中
山
耕
介
組
織
部
長

を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
・
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
・
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の

　

８
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け

て
、
「
連
合
２
０
１
９
平
和
行

動
in
広
島
」
、
同
８
日
か
ら
９

日
に
か
け
て
「
連
合
２
０
１
９

平
和
行
動
in
長
崎
」
が
実
施
さ

れ
、
全
国
の
連
合
に
集
う
仲
間

と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
お
よ

び
加
盟
各
単
組
か
ら
参
加
し

た
。

第１回男女平等参画推進委員会【８月８日】

連
合
２
０
１
９
平
和
行
動

戦
争
の
実
相
を
語
り
継
ぎ

恒
久
平
和
の
実
現
め
ざ
す

第１回労働政策委員会【８月５日】

産
業
を
取
り
巻
く
環

境
の
激
変
を
念
頭
に

置
き
つ
つ
、
す
べ
て

の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者

の
あ
る
べ
き
働
き
方

を
提
示
し
た
こ
と
か

ら
、
５
年
後
の
到
達

点
を
見
据
え
た
う
え

で
、
毎
年
の
春
季
生

活
闘
争
を
は
じ
め
と

し
た
労
働
条
件
の
向

上
に
む
け
た
取
り
組

み
を
ど
う
位
置
付
け

て
い
く
か
、
各
単
組
と

２
０
１
９
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

〝
総
結
集
〞に
む
け
た
取
り
組
み
を
確
認

２
０
１
９
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

〝
総
結
集
〞に
む
け
た
取
り
組
み
を
確
認
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情報労連第58回定期全国大会でソフトバンク労組の新規加盟を承認
「労働新聞第3222号」より

特　集
民
主
化
闘
争 

58

ク
労
組
（
組
合
員
数
４
千
５
０

０
人
・
組
織
率
25
％
）
が
Ｊ
Ｒ

総
連
か
ら
脱
退
し
、
情
報
労
連

に
加
盟
し
た
こ
と
を
「
労
働
新

聞
第
３
２
２
２
号
（
８
月
26
日

付
）
」
が
報
じ
て
い
る
。
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
労
組
は
、
前
身
と
な

る
日
本
テ
レ
コ
ム
労
組
の
流
れ

を
汲
む
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
総
連

に
加
盟
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

同
紙
に
よ
る
と
、
「
産
別
移
行

の
背
景
と
し
て
、
情
報
通
信
と

い
う
産
業
全
体
を
考
え
て
行
動

し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
」
と

い
っ
た
こ
と
等
が
脱
退
の
理
由

と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
昨
年
12
月
に
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
が
株
式
上
場
を
果
た
し
た

こ
と
か
ら
、
労
使
と
も
に
革
マ

ル
派
が
浸
透
し
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
脱

退
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ

て
い
た
と
い
う
声
も
漏
れ
伝
わ
っ

て
く
る
。
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
財
政

面
を
考
慮
す
る
と
、
是
が
非
で

も
脱
退
を
引
き
止
め
た
か
っ
た

の
が
本
音
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
お
け

る
大
量
脱
退
と
い
う
組
織
を
揺

る
が
す
大
問
題
が
発
生
し
窮
地

に
追
い
込
ま
れ
る
中
に
あ
っ
て
、

組
織
の
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限
に

繕
う
べ
く
、
円
満
的
な
解
決
を

装
い
、「
卒
業
」と
い
う
言
葉
で
脱

退
を
認
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

東
労
組
の
名
誉
を
著
し
く
汚
し
、

社
会
的
信
用
を
失
墜
さ
せ
、
機

関
役
員
と
し
て
団
結
ま
た
は
統

制
を
乱
し
た
と
し
て
、
Ｈ
氏
の

中
央
執
行
部
員
解
除
を
満
場
一
致

で
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
東
京

地
方
本
部
に
地
本
特
別
執
行
委

員
の
指
定
解
除
を
指
令
す
る
こ

と
を
決
定
し
情
報
紙
で
報
じ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｊ
Ｒ
総
連
の
最

大
の
中
核
単
組
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東

労
組
内
で
は
、
昨
年
来
の
組
合

員
大
量
脱
退
以
降
、
現
役
だ
け

で
な
く
Ｏ
Ｂ
ま
で
巻
き
込
ん
だ

組
合
員
不
在
の
内
部
対
立
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
お
り
、
到
底

〝
一
枚
岩
〞
と
言
え
る
よ
う
な

状
態
で
は
な
い
の
が
実
態
の
よ

う
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
Ｊ
Ｒ
総
連

の
直
加
盟
だ
っ
た
ソ
フ
ト
バ
ン

が
判
明
し
た
」
と
報
じ
た
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
が
発
行
し
た

「
緑
の
風　

Ｆ
Ａ
Ｘ
版
№
12

（
８
月
22
日
付
）
」
に
よ
る
と
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
中
央
本
部
の
山
口

委
員
長
が
「
人
身
攻
撃
を
受
け

た
」
と
し
て
個
人
訴
訟
を
起
こ

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
管
理
者
が

特
定
さ
れ
た
模
様
。
こ
の
Ｈ
氏

は
、
前
参
議
院
議
員
で
現
在
Ｊ

Ｒ
総
連
副
委
員
長
の
田
城
氏
の

国
会
秘
書
だ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
中
央

本
部
は
、
８
月
22
日
の
第
３
回

中
央
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、

Ｈ
氏
が
、
組
織
破
壊
と
確
認
し

た「
真
実
の
声
」に
加
担
し
て

い
た
こ
と
は
、
組
織
破
壊
以
外

の
な
に
も
の
で
も
な
い
こ
と
。

ま
た
、
Ｈ
氏
は
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に

雇
用
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ

　
Ｊ
Ｒ
総
連
が
「
組
織
破
壊
以

外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」
と

指
摘
し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
や
Ｊ
Ｒ
東

労
組
の
現
執
行
部
の
批
判
を
繰

り
返
し
て
き
た
「
真
実
の
声
」

な
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
Ｊ
Ｒ

東
労
組
東
京
地
本
の
一
部
Ｏ
Ｂ

で
構
成
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組

を
憂
う
会
」
が
管
理
し
て
い
る

と
思
わ
れ
て
い
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、

「
Ｊ
Ｒ
総
連
通
信
№
１
３
２
４

（
８
月
23
日
付
）
」
を
発
行
し
、

「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
役
員
が
個
人
訴

訟
を
行
っ
た
と
こ
ろ
『
真
実
の

声
』
の
管
理
者
（
発
信
者
）
は
、

中
央
執
行
部
員
の
指
定
を
受
け
、

東
京
地
方
本
部
に
派
遣
さ
れ
、

特
別
執
行
委
員
と
し
て
企
画
部

次
長
に
就
い
て
い
る
Ｈ
君
（
同

通
信
で
は
実
名
）
で
あ
る
こ
と

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

の
ど
ん
な
小
さ
な
要
望
等
も
聞
き
、
話
し

合
い
、
そ
し
て
解
決
に
む
か
う
よ
う
に
努

力
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
れ
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
鉄
道
が
好
き
で
Ｊ
Ｒ
四
国

に
入
社
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
鉄
道
で
の
旅
行
や
、
写
真
撮
影

が
趣
味
で
、
時
間
を
見
つ
け
て
は
出
か
け

て
い
ま
す
。
特
に
車
両
が
好
き
で
、
乗
車

し
た
り
、
撮
影
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
小
学
１
年
生
の
息
子
も
鉄
道
に

興
味
を
持
ち
、
撮
影
に
付
い
て
来
る
よ
う

に
な
り
、
親
子
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
今
後
も
Ｊ
Ｒ
連
合
の
仲
間

の
皆
さ
ん
か
ら
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

動
車
の
車
両
検
修
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
入
社
当
時
、
気
動
車
の
大
き
な

エ
ン
ジ
ン
を
前
に
右
往
左
往
し
た
の
が
懐

か
し
い
思
い
出
で
す
。
車
両
検
修
の
仕
事

は
、
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
で
表
舞
台
に

出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
客
様
が

安
心
し
て
ご
乗
車
で
き
る
よ
う
、
安
全
第

一
に
日
々
仕
事
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
組
合
活
動
で
は
、
愛
媛
支
部
の

書
記
長
を
長
年
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、

私
が
大
事
に
し
て
き
た
こ
と
は
、
組
合
員

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
本
部
執
行
委
員
の
武
智

で
す
。
今
年
の
７
月
８
〜
９
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
、
第
38
回
定
期
大
会
で
執
行
委

員
に
再
選
さ
れ
、
専
従
指
定
を
受
け
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
11
年
間
携
わ
っ
て
き
た
、

愛
媛
支
部
の
書
記
長
で
の
経
験
を
活
か
し

な
が
ら
、
気
持
ち
を
新
た
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

私
は
１
９
９
８
年
Ｊ
Ｒ
四
国
に
入
社

し
、
松
山
運
転
所
の
車
両
検
修
に
配
属
と

な
っ
て
以
来
、
20
年
に
わ
た
り
電
車
・
気

役員紹介

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組　
本
部

執
行
委
員
（
専
従
）

 

武  

智  

義  

治 

さ
ん

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
労
組
が
Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
脱
退

「
真
実
の
声
」
は
田
城
氏
元
秘
書
の
仕
業
?!

　
Ｊ
Ｒ
連
合

関
東
地
方
協

議
会
は
、
８

月
28
日
、
田

町
交
通
ビ
ル

会
議
室
に
お

い
て
、
第
28

回
定
期
委
員

会
を
開
催
し

た
。

　

冒
頭
、
挨

拶
に
立
っ
た

杉
本
修
哉
議

長
は
、
「
関
東
地
方
協
議
会
は
、

Ｊ
Ｒ
４
単
組
と
グ
ル
ー
プ
３
単

組
が
結
集
し
、
安
全
の
確
立
を

最
優
先
課
題
と
位
置
付
け
、
民

主
化
完
遂
に
む
け
た
取
り
組
み
、

産
業
政
策
課
題
の
実
現
、
各
種

労
働
条
件
・
制
度
等
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
な
ど
力
強
く
運
動

を
推
進
し
て
き
た
。
引
き
続
き
、

責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
組
織
を

挙
げ
て
積
極
果
敢
に
運
動
を
展

開
し
て
い
く
」
と
力
強
く
訴
え

た
。

　

委
員
会
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
中
山
組
織
部
長
、
連
合
東
京

か
ら
内
村
昌
司
副
事
務
局
長
、

関
東
交
運
労
協
か
ら
溝
上
泰
央

副
議
長
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ

激
励
と
連
帯
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

質
疑
・
答
弁
を
経
て
、
す
べ
て

の
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
新
た
に
山

本
康
平
氏
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
）
を
選
出
し
、
新
た
な
体
制

を
確
立
し
た
。

　

最
後
に
、
山
本
新
議
長
の
団

結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
諸
課
題
の
解

決
に
む
け
、
意
思
を
固
め
合
っ
た
。

□　

新
三
役

議　
　

長　

山
本　

康
平

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

副 

議 

長　

鈴
木　

哲
夫

（
貨
物
鉄
産
労
）

副 

議 

長　

鷲
山　

祐
希

（
新
幹
線
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
東
海
労
組
）

副 

議 

長　

渡
邉　

有
造

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

副 

議 

長　

齋
藤　

弘
昭

（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
）

事
務
局
長　

酒
向　

敦
之

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

　

８
月
２
日
、
交
運
労
協
は
国

土
交
通
省
・
厚
生
労
働
省
に
対

し
、
２
０
２
０
年
度
政
府
予
算

概
算
要
求
の
要
請
を
行
っ
た
。

交
運
労
協
か
ら
は
、
住
野
敏
彦

議
長
や
荻
山
市
朗
Ｊ
Ｒ
連
合
会

長
ほ
か
６
人
と
、
政
策
推
進
議

員
懇
談
会
会
長
の
近
藤
昭
一
衆

議
院
議
員
も
同
席
し
た
。

　

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、

近
藤
衆
議
院
議
員
よ
り
「
人
口

減
少
や
地
域
間
格
差
な
ど
課
題

は
山
積
し
て
い
る
。
交
通
運
輸

産
業
で
働
く
人
々
の
意
見
を
十

分
に
反
映
し
、
協
力
し
て
予
算

確
保
や
交
通
行
政
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
、
荻

山
会
長
か
ら
要
望
書
を
手
渡
し

た
。
受
け
取
っ
た
公
共
交
通
・

物
流
政
策
審
議
官
は
「
交
通
運

輸
に
お
い
て
は
環
境
の
変
化
の

中
で
、
自
然
災
害
や
人
手
不
足

へ
の
対
応
な
ど
し
っ
か
り
と
行

い
、
ご
要
望
を
踏
ま
え
担
当
部

局
に
お
い
て
十
分
に
検
討
し
、

今
後
と
も
意
見
交
換
を
通
じ
予

算
要
求
に
活
用
し
て
参
り
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、

住
野
議
長
よ
り
「
働
き
方
改
革

に
伴
う
改
善
基
準
告
示
に
関
す

る
取
り
組
み
や
、
来
年
度
の
予

算
及
び
税
制
に
つ
い
て
要
請
内

容
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

是
非
、
各
省
庁
と
連
携
し
働
き

方
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
予

算
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
挨
拶
し
、
要
請
書
を
手

渡
し
た
。

交運労協を代表し、要請書を手渡す荻山会長

交
運
労
協
２
０
２
０
年
度
予
算
要
請
行
動

交
通
運
輸
産
業
で

働
く
者
の
意
見
を
反
映
へ

挨拶で積極果敢な運動展開を促す杉本議長

関東地方協議会第28回定期委員会

国民・利用者の
期待に応え続けられる
ＪＲ産業の創出めざす


